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　 市民にと っ て最も 身近な住民組織である 地区自治公民館・ 自治会は、防災・ 防犯、子

育て、高齢者の見守り 、環境美化等、市民が生活する 上での様々な問題を 解決する 役割

を 担っ ていま すが、人口減少やラ イ フ スタ イ ルの多様化、地域における 連帯感の希薄化

などによ り 、単独の自治会等によ る 地域課題の解決が困難な状況が見受けら れます。

　 また、地域では、リ ーダーの高齢化や自治会役員への負担の集中等の課題がある ほ

か、全市的に自治会加入率は減少傾向にある こ と から 、地域活動を 担う リ ーダーや新

し い公共の担い手と なる N PO ※1等の団体が育つ環境を 整備し ていく 必要があり ます。

　 さ ら に、「 道義高揚・ 豊かな心推進宣言都市」と し て道徳の振興を 図る ため、関連事

業の普及・ 啓発を 更に推進し ていく 必要があり ます。

　 近年、国や地域を 越え、人・ モノ ・ 情報等の移動が世界的に拡大し ている こ と から 、

国内外の様々な都市と の交流を 通じ 、異文化に対する 正し い認識や魅力などを 広く 伝

える と と も に、霧島市国際交流協会等と の連携を 強化し 、市民レ ベルでの交流の拡大

やグロ ーバル人材※2の育成を 進めていく 必要があり ます。

※1   N PO   ／  非営利活動法人（ N o n  Pro f it O rg an iza tio n の略称）。ボラ ンティ ア活動などの社会貢献活動を 行う 、営利を 目的
と し ない団体を 指す。

※2   グローバル人材  ／  世界的な競争と 共生が進む現代社会において、日本人と し てのアイ デンティ ティ を 持ちながら 、広い視
野に立っ て培われる 教養と 専門性、異なる 言語、文化、価値を 乗り 越えて関係を 構築する ためのコ ミ ュ ニケーショ ン 能力と 協調
性、新し い価値を 創造する能力、次世代までも 視野に入れた社会貢献の意識などを 持っ た人間。

施策

市民参画でつながる 地域社会
の形成

5-1

施策の現状と 課題

施策で目指す姿

　 立場の異なる様々な主体が、適切な役割分担のも と に連携し 、相乗効果を高

めながら 、地域への愛着を 深める こ と で、暮ら し やすく 、魅力ある地域社会の

形成を目指し ます。

　 また、霧島市国際交流協会や関係団体等と 連携・ 協働し ながら 、多く の市民

の参加により 、姉妹都市をはじ めと する、国内外の都市と の多彩な交流を 進め

ると と も に、国際感覚を 身につけ、世界で活躍でき る人材の育成に積極的に取

り 組みます。
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政
策
５

成 果 指 標

生涯学習推進計画

観光総合戦略

社会教育課

霧島Ｐ Ｒ 課

2 0 14 -2 0 19

2 0 18 -2 0 2 2

08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 2827計画期間（ 西暦）個別計画名 担当課

関 連
個別計画

まちづく り 活動に参加し ている

市民の割合A

まちづく り や地域活動を 行っ ている

市民団体数B

まちづく り や地域活動等の支援制度を

活用し た市民団体数C

国内外の姉妹都市等と の交流事業等に

参加し た延べ人数D

自治会加入率E

成果指標

減少の抑制を
目指します

増加の抑制を
目指します

更なる減少を
目指します

更なる増加を
目指します

6 2 .3
5 5 .9

7 8 .1 7 8 .7

6 6 .7
61 .4 6 4 .3

7 2 .6

市全体

4 0 .0

2 0 .0

6 0 .0

0 .0

8 0 .0

国分 溝辺 横川 牧園 霧島 隼人 福山

（ % ）

自治会加入率（ 2 0 1 7 年7 月1 日現在）

59.0%

現状値
（ 年・ 年度）

目標値
（ 2022年・ 年度）

53.8%

（ 2016）

1,491団体

（ 2016）
1,530団体

159人

（ 2016）

62.3%

（ 2017）

630団体

178人

70.0%

589団体

（ 2016）

■ 関連データ

政策５ 　 きょ う どう 　 市民と つく る協働と 連携のまち づく り
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施策

市民参画でつながる地域社会の形成5-1

　「 道義高揚・ 豊かな心推進大会」、「 新春市民のつどい」など道義高揚※3に関する イ ベ

ント 内容の充実や市民総参加による「 ふれあいボラ ンティ ア」等の推進によ り 、地域社

会を 形成する市民意識の醸成を 図り ます。

　 また、地区自治公民館・ 自治会が実施する 地域活動及び市民団体（ ボラ ン ティ ア団

体、N PO ※4 等）が実施する 公益的な活動に対する 支援を 行う と と も に、連携・ 協働体

制の強化を 図り 、市民参画によ るまち づく り を 推進し ます。

市民活動の支援と 協働の推進1.

　 霧島市国際交流協会などと 連携し 、友好交流都市※5を はじ めと する アジア諸国など

多く の都市と の交流を 展開する こ と によ り 、市民が海外の文化に触れ、理解を 深める

機会を 増やすと と も に、青少年海外派遣事業等の実施によ り 、国際的な視野を 持つグ

ローバル人材※6 の育成を 図り ます。

　 また、中・ 高校生を はじ めと する 市民レ ベルによ る岐阜県海津市などの姉妹都市と の

交流を 通じ て、地域間相互の理解を 深めると と も に、健全な青少年の育成に努めます。

国際・ 国内交流の推進2.

※3   道義高揚  ／  人のふみ行う べき 正し い道を 高めるこ と 。

※4   N PO   ／  非営利活動法人（ N o n  Pro f it O rg an iza tio n の略称）。ボラ ン ティ ア活動などの社会貢献活動を 行う 、営利を 目的
と し ない団体を指す。

※5   友好交流都市  ／  中国陝西省銅川市耀州区、中国湖南省瀏陽市。

※6   グローバル人材  ／  世界的な競争と 共生が進む現代社会において、日本人と し てのアイ デンティ ティ を持ちながら 、広い視
野に立っ て培われる 教養と 専門性、異なる 言語、文化、価値を 乗り 越えて関係を 構築する ためのコ ミ ュ ニケーショ ン 能力と 協調
性、新し い価値を 創造する能力、次世代までも 視野に入れた社会貢献の意識などを 持っ た人間。

施策の目標達成のための基本事業
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▶

▶

▶

自治会に加入し ましょ う 。

自治会活動、地域のイベント に主体的に参加し、地域の交流の輪を広げましょう。

講座やイベント などへの参加を 通じ 、国際・ 国内交流の輪を広げましょ う 。

▶ 住民がまちづく り 活動に参加し やすい環境をつく り ましょ う 。

▶ 地域で活動する様々な団体や行政と 連携を図り ながら 、身近な地域課題の解決

に取り 組みましょ う 。

市民

地域

事業所等

地域の人と 一緒に七夕の飾り つけ

海外都市と の交流

政策５ 　 きょ う どう 　 市民と つく る協働と 連携のまち づく り

政
策
５
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　 学校でのいじ め、子ども や高齢者・ 障がい者への虐待、 DV※1、部落差別、障がい者や

認知症、難病※2 等の人への差別など市民生活においてさ まざまな人権問題が存在し て

います。そのため、 こ れまで以上に学校、地域社会、家庭、事業所等あら ゆる 場を 通じ

て、人権教育・ 啓発を 推進し 、市民一人ひと り の人権が尊重さ れる まち づく り を 進め

ていく 必要があり ます。 　 　 　 　 　 　 　 　

　 ま た、性別によ る 固定的な役割分担意識※3 の解消や政策方針決定の場への女性の参

画は進みつつある も のの、十分に浸透し ている と はいえない状況です。男女がと も に、

仕事、家庭、地域生活など、多様な活動を 自ら の希望に沿っ た形で展開でき る よ う 、性別

によ る 固定的な役割分担意識の是正に向けた意識啓発、 ワーク ・ ラ イ フ ・ バラ ン ス ※4

の推進や多様な働き 方が選択でき る 環境づく り 等への取組が求めら れています。

　 平和や非核は全世界共通の願いです。し かし ながら 、国際社会においては、地域紛

争、国際テロ などが多発し ている 状況にあり ます。戦争の記憶を 風化さ せる こ と なく 、

平和の尊さ や戦争の悲惨さ を 次世代に受け継いでいく こ と は、「 非核平和宣言都市」と

し て重要な役割であり 、平和を 尊重する 意識の醸成を 図る こ と が一層重要と なっ てい

ます。

※1   DV  ／  配偶者、交際の相手方等親密な関係にあり 、又は親密な関係にあっ た男女間において、個人の尊厳を侵すよう な身体
的、精神的、社会的、経済的又は性的な暴力。

※2   難病  ／  ①発病の機構が明ら かでなく 、②治療方法が確立し ていない、③希少な疾病であっ て、④長期の療養を 必要と する
疾病。

※3   性別による固定的な役割分担意識  ／  「 男性、女性と いう 性別で役割が定まっ ている」と いう 考え方や意識。

※4   ワーク ・ ラ イ フ ・ バラ ンス  ／  働く 人が仕事上の責任を 果たそう と すると 、仕事以外の生活でやり たいこ と や、 やら なけ
ればなら ないこ と に取り 組めなく なるのではなく 、両者を実現でき る状態のこ と 。

施策

人権の尊重と 男女共同参画の
推進

5-2

施策の現状と 課題

施策で目指す姿

　 一人ひと り が互いに人権を 尊重し 、国籍・ 年齢・ 性の違い、障害の有無等に

かかわら ず、多様性を 認め合いながら 、いき いき と 輝き 暮ら せるまちを目指し

ます。
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成 果 指 標

人権教育・ 啓発基本計画

第２ 次男女共同参画計画

子ども・ 子育て支援事業計画

第２ 次障がい者計画

第５ 期障害福祉計画

第１ 期障がい児福祉計画

すこやか支え合いプラン2 018

市民課

企画政策課

子育て支援課

長寿・ 障害福祉課

長寿・ 障害福祉課

長寿・ 障害福祉課

長寿・ 障害福祉課

2 0 0 8 -

2 0 1 8 -2 0 2 2

2 0 15 -2 0 19

2 0 1 8 -2 0 2 6

2 0 1 8 -2 0 2 0

2 0 1 8 -2 0 2 0

2 0 1 8 -2 0 2 0

08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 2827計画 期間（ 西暦）個別計画名 担当課

関 連
個別計画

日々の生活の中で、身の回り の人権が

大事にさ れていると 思う 市民の割合A

男女の地位の平等感（ 家庭及び職場において

「 男性の方が優遇さ れている 」と 回答し た人の割合）B

市が開催する人権にかかわる教育・ 学習に

参加し た市民の延べ人数C

審議会等への女性登用率D

ワーク ・ ラ イ フ ・ バラ ンスの推進を

行っ ている企業の割合E

成果指標

減少の抑制を
目指します

増加の抑制を
目指します

更なる減少を
目指します

更なる増加を
目指します

10 ,8 7 3
10 ,6 7 9

11 ,8 0 0

8 ,8 7 8

9 ,7 7 9

2 0 14

10 ,0 0 0

9 ,0 0 0

8 ,0 0 0

11 ,0 0 0

12 ,0 0 0

2 0 15 2 0 162 0 132 0 12

（ 人）

市が開催する人権にかかわる教育・ 学習に参加し た市民の延べ人数

56.8%

現状値
（ 年・ 年度）

目標値
（ 2022年・ 年度）

51.8%

（ 2017）

34.9%

（ 2017）
32.0%

29.7%

（ 2016）

81.8%

（ 2016）

12,000人

40.0%

87.8%

11,800人

（ 2016）

■ 関連データ

政策５ 　 きょ う どう 　 市民と つく る協働と 連携のまち づく り

政
策
５
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施策

人権の尊重と 男女共同参画の推進5-2

　 市民が、自ら の問題と し て人権問題に関心を 持ち、よ り 多く の市民が人権問題への

理解を 深めるこ と ができ る よう 、市民や事業者、教育機関などと 連携し て、様々な場面

で効果的な人権教育・ 啓発事業を 実施し 、人権意識の高揚を 図り ます。

人権教育・ 啓発の推進1.

　「 男性は働き 、女性は家事や育児に専念する べき。」と いっ た性別に基づく 固定的な

役割分担意識や性差に関する偏見を 解消し 、男女共同参画に関する認識や理解が進む

よう 、積極的な広報・ 啓発活動を 展開し ます。

　 特に、女性の活躍推進に向けた社会的な気運の醸成を 図る と と も に、働き 又は働こ

う と する 全ての女性が、個性と 能力を 十分に発揮でき る よ う 、県及び関係機関等と 連

携し て、女性の経営への参画及び管理職等への登用促進など女性が働き やすい環境の

整備や、結婚、妊娠・ 出産、育児等で離職し た女性の再就職支援等に取り 組みます。

あら ゆる分野における男女共同参画の推進3.

　 Ｄ Ｖ ※5、虐待、 ハラ スメ ン ト ※6 等の人権を 侵害する あら ゆる 行為の根絶に向けた正

し い理解を 広く 浸透さ せる 広報・ 啓発活動を 図り ます。

　 また、複雑多様化する 人権相談に迅速かつ的確に対応でき る よ う 、関係機関と の連

携や相談体制の充実を 図り 、被害者が相談し やすい環境づく り を 進め、人権侵害被害

者の救済やＤ Ｖ ・ 虐待等の早期発見・ 対応に取り 組みます。

人権を 侵害するあらゆる行為の根絶2.

　 国分溝辺特攻慰霊祭、市戦没者追悼式等を 通じ て、次の世代へ途切れる こ と なく 、市

民が平和の大切さ や命の尊さ への理解を 深めるための取組を 推進し ます。

平和意識の醸成4.

※5   DV  ／  配偶者、交際の相手方等親密な関係にあり 、又は親密な関係にあっ た男女間において、個人の尊厳を 侵すよう な身体
的、精神的、社会的、経済的又は性的な暴力。

※6   ハラ スメ ント   ／  嫌がら せや相手を 不快にさ せる行動のこ と 。

施策の目標達成のための基本事業
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▶

一人ひと り が人権の大切さ を 認識し 、個の違いを 豊かさ と し て 認め合いま

しょ う 。

男女共同参画の意義を 理解し 、家庭、地域、職場等への浸透を図り ましょ う 。

あら ゆる暴力を 絶対にし ない、許さ ない意識をもちましょ う 。

平和の大切さ や命の尊さ を次の世代に伝えましょ う 。

▶ 働き やすい職場づく り を 徹底し 、ワーク・ ラ イフ・ バランスを 推進し ましょ う 。

市民

事業所

2 

人
権
の
尊
重
と
男
女
共
同
参
画
の
推
進

男女共同参画カ ルタ のイ ラ スト

人権の花運動開会式

政策５ 　 きょ う どう 　 市民と つく る協働と 連携のまち づく り

政
策
５
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　 本市の人口は、2 0 0 5（ 平成1 7 ）年の合併時と 比較し て、国分・ 隼人地区は増加し て

いる のに対し 、溝辺、横川、牧園、霧島、福山の５ 地区合計では、約1 7 パーセン ト 減少し

ています。そのため、一部の地域においては、自治会の役員、祭り 等の伝統行事の継承、

共有財産の管理など、地域を 維持するための担い手が不足し ている 状況です。

　 こ のよ う な状況において、活力ある 地域づく り を 推進し ていく ためには、地域に居

住し ている 人たち が、学習や他地域に住む人々と の対話を 通じ 、自ら が居住する 地域

の魅力を 再認識し 、地域への誇り を 醸成し ていく こ と が大切です。

　 また、近年、大都市圏に居住する 人々が、地方への「 あこ がれ」や移住希望を 有し てい

る こ と が明ら かになっ ている こ と から 、移住に関する 情報の発信や相談対応の充実な

どを 強化し ていく 必要があり ます。

　 一方、移住以外の関わり を 求める 方も 多く 存在し 、観光やイ ベン ト 参加に関心があ

る 方のほか、農作業や祭り 等の地域活動への参加や地元の人と の交流のための滞在、

二地域居住※2など、地域への関わり 方が多様化し ているこ と から 、地域住民のニーズを

的確に把握し 、関係し たい人と 地域住民と のマッ チン グ※3を 行う などの体制を 構築し

ていく 必要があり ます。

　 さ ら に、こ れら の取組と 連携し た婚活イ ベン ト 等の開催によ り 、地域の魅力を 市内

外の多く の方に知っ ても ら い、結婚を 通じ て移住を 検討する 方を 増やすなど、中長期

的な視点に立っ た取組も 必要です。

※1   関係人口  ／  その地域に現在居住し ていないも のの、出身者や勤務経験者であるなど継続的な関わり がある人。

※2   二地域居住  ／  都会に暮ら す人が、週末や１ 年の一定期間を 農山漁村で暮ら すこ と 。

※3  マッ チング  ／  働けるよう 結びつけるこ と 。

施策

活力ある 地域づく り の推進5-3

施策の現状と 課題

施策で目指す姿

　 地域や関係機関と 連携し 、地域に居住し ている人たちが、地域そのも のに誇

り を持つ意識の醸成を図ると と も に、関係人口※1の拡大や移住定住の促進等を

通じ 、個性豊かで活力のある地域社会の形成を目指し ます。



第 二 次 霧島 市 総 合 計 画

121

3 

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

成 果 指 標

08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 2827計画 期間（ 西暦）個別計画名 担当課

関 連
個別計画

霧島市に住み続けたいと 思う 人の割合A

相談窓口を 経た移住者数B

移住プロモーショ ンによる相談件数C

転入者数 −  転出者数D

成果指標

減少の抑制を
目指します

増加の抑制を
目指します

更なる減少を
目指します

更なる増加を
目指します

9 8

2 0 14

1 0 0

5 0

0

15 0

2 5 0

2 0 0

15 4

2 0 15

17 8

2 0 1 6

118

2 0 13

国分 溝辺

国分・ 隼人 溝辺・ 横川・ 牧園・ 霧島・ 福山

横川 牧園 霧島 隼人 福山

（ 人）

2 0 ,0 0 0

4 0 ,0 0 0

6 0 ,0 0 0

8 0 ,0 0 0

10 0 ,0 0 0

12 0 ,0 0 0

14 0 ,0 0 0

（ 人）

37,10 0
35 ,275 32 ,8 01

94 ,6 8 6 9 6 ,037

29 ,8 2 0

92 ,0 349 0 ,812

2 0 0 0
0

2 0 0 5 2 0 1 0 2 0 15

53,966 55,341
57,467

8,442 8,071
4,227
7,155
4,914

37,898

5,453

4,767
8,099
5,245

37,219

6,248

58139

8,537 8,621
5,235

8,832
5,617

36,693

6,970

5,516
9,613

5,918

36,846

7,516

53,966 55,341
57,467

8,442 8,071
4,227
7,155
4,914

37,898

5,453

4,767
8,099
5,245

37,219

6,248

58139

8,537 8,621
5,235

8,832
5,617

36,693

6,970

5,516
9,613

5,918

36,846

7,516

相談窓口を経た移住者数

地域別人口の推移

82.0%

現状値
（ 年・ 年度）

目標値
（ 2022年・ 年度）

78.6%

（ 2017）

178人

（ 2016）
220人

▲302人

（ 2016）

550人

0人

536人

（ 2016）

■ 関連データ

政策５ 　 きょ う どう 　 市民と つく る協働と 連携のまち づく り

政
策
５
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施策

活力ある地域づく り の推進5-3

　 交流人口の増加や地域の活性化のために、引き 続き「 元気なふる さ と 再生集落※5」に

集落支援員を 配置する と と も に、地域が交流事業を 実施する 際、民間企業の従業員や

大学生、市職員など を 支援要員と し て派遣する「 マン パワー支援事業」を 実施する な

ど、地域自ら が活性化に取り 組むこ と ができ る環境づく り を 推進し ます。

　 また、中山間地域の公共施設や空き 家・ 空き 店舗などの既存スト ッ ク ※6を 有効活用

し 、小さ な拠点を 形成する こ と によ り 、地域の特性を 生かし たまち づく り に取り 組み

ます。

中山間地域
※4

の活動支援1.

　 移住を 検討さ れている方々へ本市の魅力を 伝えるため、三大都市圏での移住定住促

進イ ベン ト への参加や各種媒体を 通じ た広告等によ り 、本市を 全国に広く Ｐ Ｒ し 、移

住者向けの情報提供を 積極的に行います。

　 また、中山間地域の活性化を 図るため、移住者に対し き め細やかな支援を 行います。

移住定住の促進2.

　 官民協働で企画・ 運営等を 行う イ ベント の開催や、民間事業者が実施する 交流イ ベ

ント や結婚支援策の積極的な情報発信等に取り 組みます。

　 また、不安なく 結婚に踏み出せる よ う な支援など、出逢い・ 結婚に繋がる サポート

体制の充実に努めます。

出逢いと 結婚の支援3.

※4   中山間地域  ／  国分・ 隼人地区の市街地を 除く 他の地域。

※5   元気なふるさ と 再生集落  ／  6 5 歳以上の人口比が５ 割を超え、地域活動が困難な状況になり つつある地区自治公民館。

※6   既存スト ッ ク   ／  こ れまでに整備さ れた基盤施設や公共施設、建築物等の都市施設。

施策の目標達成のための基本事業
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▶

▶

地域活動に積極的に参加し 、地域の活性化に協力し ましょ う 。

自ら が居住する地域を 知り 、地域の魅力を語れるよう になり ましょ う 。

▶

▶

移住者が地域社会に溶け込めるよう コミ ュニケーショ ンを深めましょ う 。

他地域に住む人 と々 積極的に交流し ましょ う 。

▶ 移住者が活躍できる雇用の場を提供し ましょ う 。

事業所等

地域

市民

3 

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

移住者と 地元の方々

佳例川地区自治公民館と 農援隊の皆さ ん

政策５ 　 きょ う どう 　 市民と つく る協働と 連携のまち づく り

政
策
５
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　 情報通信手段の急速な発展・ 普及等に伴い、市民の生活圏や経済圏は、既存の行政

区域を 越えて広がっ ています。そのため、近隣市町を はじ めと する 基礎自治体同士の

連携を 推進する こ と で、住民生活に必要な都市機能や生活機能について、行政区域を

越えた地域全体と し て確保する と と も に、各自治体の地域資源を 活用し 、と も に魅力

ある地域づく り を 進めていく 必要があり ます。

　 また、多様化・ 高度化する 市民ニーズに的確に対応し 、地域課題を 解決し ていく た

めには、企業、教育機関などが、それぞれの特色や役割を 生かし た活動を 展開する と と

も に、行政も 含め、こ れら の多様な主体相互の連携が求めら れており 、特に、霧島ジ オ

パーク については、「 ユネスコ 世界ジオパーク 」認定を 目指す上で地域間や民間団体と

の連携によ る 更なる 広域的な活動に向け、課題の把握や問題解決のための取組を 推進

し ていく 必要があり ます。

　 さ ら に、市の発展には、市民が積極的に市政に参画し 、相互に連携し て、広く 情報発

信する こ と が必要不可欠である こ と から 、まち づく り 、観光、移住定住等の各施策と 市

のブラ ン ド 力を 高める シティ プロ モーショ ン ※3と の連動を 強化する と と も に、その柱

と し て取り 組んでいる、「 キリ シマイ スタ ー認定制度※4」の更なる 展開を 図る 必要があ

り ます。

※1   産官学  ／  産業界、国や自治体、大学や研究機関の総称。

※2   ユネスコ 世界ジオパーク   ／  国際的な地質学的価値を 持つ場所や景観が、保護や教育、持続可能な地域発展などの全体的な
概念と と も に運営さ れる ひと つの統一さ れた地理的領域のこ と。ユネスコ の国際地質科学ジオパーク 計画（ IGGP）の一事業と し
て実施さ れている。現在、世界で3 5 か国・ 1 2 7 のユネスコ 世界ジオパーク が認定さ れており（ 2 0 1 7 年８ 月現在）、日本から は８ 地
域（ 洞爺湖有珠山、糸魚川、島原半島、山陰海岸、室戸、隠岐、阿蘇、 アポイ 岳）が認定さ れている。

※3   シティ プロモーショ ン  ／  地域を 持続的に発展さ せるために、地域の魅力を 創出し 、地域内外に効果的に訴求し 、 それによ
り 、人材・ 物財・ 資金・ 情報などの資源を 地域内部で活用可能と し ていく こ と 。

※4   キリ シマイ スタ ー認定制度  ／  霧島市の人やモノ 、 すべてを 対象に市民みんなでいいと こ ろ を 見つけて、褒めて、 マイ ス
タ ー（ 親方、名人、巨匠の意。）に認定するプロジェ ク ト 。

施策

市の魅力と 価値を 高める 多角的
施策の展開

5-4

施策の現状と 課題

施策で目指す姿

　 多様化・ 高度化する市民ニーズに対し て効率的かつ効果的なサービスを 提

供するため、市民を はじ め産官学※1等が一体と なっ た課題解決や、行政界を 越

えた地域間による広域連携を推進し ます。

　 また、霧島ジオパーク を構成する地域の持続可能な発展を目指し 、 ユネスコ

世界ジオパーク ※2認定に向けた活動を推進すると と も に、市民参加型の情報発

信の強化など、市民と 一体と なっ たまちづく り と 魅力の発信に取り 組みます。
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市
の
魅
力
と
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を
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の
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開

※5   環霧島会議  ／  霧島山を 中心に広がる鹿児島・ 宮崎両県の５ 市２ 町が、県境を越えた地域活性化を目指すため、2 0 0 7（ 平成1 9 ）
年1 1 月に設立。

※6   霧島ジオパーク 推進連絡協議会  ／  霧島山を 取り 巻く 鹿児島・ 宮崎両県の５ 市１ 町の行政・ 民間団体で組織する。地域の
美し い地質遺産を、地域住民、行政等が連携し て保護・ 研究し 、教育的活用やジオツーリ ズムの場と し て利用でき る環境整備を 行
う こ と により 、地域社会の活性化に寄与するこ と を 目的に、 2 0 0 8 （ 平成2 0 ）年1 0 月に設立。

※7   錦江湾奥会議  ／  錦江湾奥部と 桜島周辺に位置する４ 市が、行政区域を 越えた地域活性化を 目指すため、 2 0 1 1（ 平成2 3 ）年
８ 月に設立。

成 果 指 標

霧島ジオパーク 基本計画

シティ プロモーショ ン戦略プラン

霧島ジオパーク 推進課

霧島Ｐ Ｒ 課

2 0 15 -2 0 2 2

2 0 16 -2 0 2 0

08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 2827計画 期間（ 西暦）個別計画名 担当課

関 連
個別計画

環霧島会議※5、霧島ジオパーク 推進連絡協議会※6、

錦江湾奥会議※7  等広域的な取組の認知度A

霧島市が住みやすいと 感じ る市民の割合B

霧島市に住み続けたいと 感じ る市民の割合C

広域連携により 取り 組んだ事業数D

産官学連携により 取り 組んだ件数E

成果指標

減少の抑制を
目指します

増加の抑制を
目指します

更なる減少を
目指します

更なる増加を
目指します

4 8 .1
4 4 .7

5 7.0

4 5 .84 6 .3

2 0 14

4 0

2 0

6 0

8 0

2 0 15 2 0 16 2 0 172 0 13

（ % ）

環霧島会議、霧島ジオパーク 推進連絡協議会、錦江湾奥会議の認知度

62.0%

現状値
（ 年・ 年度）

目標値
（ 2022年・ 年度）

57.0%

（ 2017）

77.1%

（ 2017）
82.0%

6件

（ 2016）

6件

（ 2016）

83.0%

9件

12件

78.6%

（ 2017）

■ 関連データ

政策５ 　 きょ う どう 　 市民と つく る協働と 連携のまち づく り

政
策
５
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施策

市の魅力と 価値を高める多角的施策の展開5-4

　 出前講座※8やフ ォ ーラ ム、モニタ ーツ アー※9などを 開催し 、ジオパーク の認知度向

上を 図る と と も に、ジオパーク の目的である 地域の持続可能な発展を 目指し 、関係機

関や民間団体と 連携し ながら 、地域資産の保全、教育や観光への活用、防災への取組み

を 推進し ます。

ジオパーク 活動の推進1.

　 環霧島会議※10 や錦江湾奥会議※11 における 活動を 通じ 、行政区域を 越えた共通課題

に対し 、効率的に対処する と と も に、地域全体の活性化を 目指し ます。

　 また、高速道路や国道、主要地方道など幹線道路や、河川の整備、観光、福祉、教育な

ど関係市町と 連携し て進めるべき 事業については、協議会や期成同盟会等を 設ける な

ど、協働し て取り 組むと と も に、事業進展のため国や県に対し て要望活動を 行います。

広域行政の推進2.

　 地元大学・ 高等専門学校やＪ Ａ あいら 、金融機関等と 締結し た連携協定を 効果的に

推進する ため、組織体制の強化を 通じ 、積極的な意見・ 情報交換を 行う と と も に、継続

的かつ具体的な事業を 展開し ます。

　 また、世界的大企業や高い技術力を も つ先端企業が立地し ている 等の本市の優位性

を 最大限に活用し 、地域の多様な人材が活躍でき る 仕組みを 構築し ます。

産官学※12と の連携の推進3.

　 まちの持続的な発展や交流・ 移住人口の増加につなげるため、「 褒め合う まち」を コ

ン セプト と する キリ シマイ スタ ー活動を 更に推進し 、市民のまち への愛着度を 高め、

市民と 行政がと も に本市の魅力づく り を 行う と と も に、学校や企業・ 事業所等におい

てキリ シマイ スタ ーを 活用する場を 広げるこ と により 、キリ シマイ スタ ー活動の更な

る定着化を 目指し ます。

　 また、本市の認知度向上を 図る ため、 SN S※14 等を 活用し た情報発信を 市民と と も

に行います。

シティ プロモーショ ン※13 の推進4.

※8   出前講座  ／  市職員が地域等に出向き 、市民を対象に市政等に関する理解を深めるために行う 講座。

※9   モニタ ーツアー  ／  依頼者が旅行費用の一部を 負担するこ と を 条件に、一般のモニタ ー（ 新し く 開発さ れたサービス等につ
いて意見を 述べるこ と 。）を 募集し 、旅行内容などの報告等を し ても ら う 旅行の一形態。

※1 0   環霧島会議  ／  霧島山を 中心に広がる鹿児島・ 宮崎両県の５ 市２ 町が、県境を 越えた地域活性化を 目指すため、2 0 0 7（ 平
成1 9 ）年1 1 月に設立。

※1 1   錦江湾奥会議  ／  錦江湾奥部と 桜島周辺に位置する４ 市が、行政区域を 越えた地域活性化を 目指すため、2 0 1 1（ 平成2 3 ）
年８ 月に設立。

※1 2   産官学  ／  産業界、国や自治体、大学や研究機関の総称。

※1 3   シティ プロモーショ ン ／ 地域を 持続的に発展さ せるために、地域の魅力を 創出し 、地域内外に効果的に訴求し 、 それによ
り 、人材・ 物財・ 資金・ 情報などの資源を 地域内部で活用可能と し ていく こ と 。

※1 4   SN S  ／  So cia l  N e tw o rkin g  Se rviceの略。登録さ れた利用者同士が交流でき るW eb サイ ト の会員制サービス。

施策の目標達成のための基本事業
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▶

▶

広域的な取組に関心を 持ち 、活動に参加し まし ょ う 。

さ まざまな活動を 行う に当たっては、まちの魅力アッ プや活性化を 意識し ま

しょ う 。

▶ 地域の魅力を 知り 、磨き 、みんなで情報発信をし ましょ う 。

▶

▶

産官学で連携すること により 、地域の魅力や価値を高める新たな取組を 創出し

ましょ う 。

霧島ならではの魅力を 備えた商品やサービスの提供に努めると と も に、こ れら

の積極的な情報発信を 行いましょ う 。

市民

地域

事業所・ 団体

4 

市
の
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と
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を
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多
角
的
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の
展
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褒め合う 交換日記

ジオガイ ド によ るジオツアー

政策５ 　 きょ う どう 　 市民と つく る協働と 連携のまち づく り

政
策
５


